
 

 

 

 

  

  １年生、進路ガイダンス 
 

 １月２０日（水）、１年生向けの進路ガイダンスが開催されました。「建築」「IT」「販売」

「公務員」「福祉」「芸能」など１３の分野のブースが用意され、それぞれの生徒が、自分

の興味のある職種に就くために必要なことを熱心に聞いていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  社会人の身だしなみ 
 

 生徒の皆さんにとって、中学校・高校では学生服がフォーマルウェア。どんな式におい

ても、制服を着ていれば「きちんと感」が出せて便利でしたね。しかし高校卒業後４月か

らは入社式や入学式に臨むために、いよいよスーツを着用しなければなりません。そこで

３年生に向けて紳士服の青山の方にお越しいただき「着こなし講座」を実施しました。 

 スーツやネクタイの選び方、ネクタイの結び方、女子におすすめの靴やバッグなどを紹

介していただいたほか、実際に男女一名ずつモデルとして着用しました。初めてのスーツ

姿は、まだぎこちなくも、とっても大人っぽく見えて新鮮でした。 

長高・進路だより 
福島県立長沼高等学校 
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  合格体験記②   
 

  

● ３Ａ 半澤遼  「医療法人平心会 須賀川病院」 

  私が就職活動で苦労したことは、「履歴書作成」と「面接練習」です。履歴書作成では、

字を丁寧に書かなければならないし、１文字でも間違えると最初から書き直しになるの

で、気を緩めることができませんでした。またたくさんの先生と面接練習をしましたが、

なかなか緊張がほぐれず、予想外の質問がきて上手く答えることができませんでした。

練習後に先生から色々なアドバイスを頂き、それを参考にしながら何度も何度も繰り返

し練習しました。 

  やっておいてよかったことは「当たり前のこと」をやっておくことです。卒業後すぐ

に社会に出て社会人として扱われるので、時間や提出などの期日を守る、挨拶をする、

報告・連絡・相談をこまめにするなど、当たり前のことをしっかりとやっておくことが

大切です。 

  高校生活は自分の将来を決める貴重な時間なので、早めに準備し、希望する仕事に就

けるよう頑張ってください。 

 

● ３Ａ 吉井香純  「株式会社ヨークベニマル」 

    

私は１社目落ちて、やっておけばよかったと思ったことは「クレペリン検査」です。

「適性検査」とだけ書かれていたので、やり方ぐらいしか理解しておらず上手く受ける

ことができませんでした。 

  合格した２社目は個人面接・グループディスカッション・一般常識問題という試験内

容でした。面接練習はたくさんしておいた方がいいし、最近は取り入れている企業も増

えているのでグループディスカッションも経験しておいた方がいいと思います。 

  １・２年生に伝えたいことは、たとえ１社目が落ちたとしても「次、頑張るぞ！」と



 

 

いう気持ちで早めに２社目を決めた方がいいということです。また求人票の試験内容を

よく読んで、作文や一般常識問題などは今のうちからやっておいた方がいいと思います。 

  将来、販売やサービス関連の職種に就きたいと思っている人は「コミュニケーション

能力」が大切なので、普段から色々な人と話をしてコミュニケーション能力を高めてお

いた方がいいと思います。大変ですが皆さんも頑張ってください。 

 

 

＜今後の進路の予定＞ 

 

・１月２７日（水）２８日（木）２月３日（水）４日（木）９日（火） 

 進路アドバイザーとの面談     ２年生就職希望者対象 

  

・２月１８日（木）  進路講話             １年生対象 

 

 

  

 

 

   

 

 

  

 

 

  

  

 


